
政
令
第

号

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関

す
る
政
令

内
閣
は
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
九
号

）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第

二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。（

防
衛
庁
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

防
衛
庁
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ニ
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で

」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



ニ

交
流
採
用
が
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
に
係
る
も
の
で
あ
る
か
の
別

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
及
び
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一

項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
者
を
い
う
」
の
下
に
「

。
第
十
六
条
第
一
号
ニ
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
第
十
六
条
」
を
加
え
、
同
号
中

ト
を
チ
と
し
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
を
ホ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
同
号
ハ
中
「
地
位
」
の
下
に
「
（
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
係

る
交
流
採
用
に
あ
っ
て
は
、
当
該
交
流
採
用
に
係
る
任
期
中
の
地
位
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同

号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

交
流
採
用
が
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
に
係
る
も
の
で
あ
る
か
の
別

第
十
七
条
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
五
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。



（
交
流
元
企
業
が
雇
用
継
続
交
流
採
用
職
員
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
給
付
）

第
十
六
条

法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
給
付
は
、
所
属

企
業
が
そ
の
雇
用
す
る
者
の
福
利
厚
生
の
増
進
を
図
る
た
め
に
行
う
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
給
付
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
給
付
で
任
期
中
に
新
た
に
行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
任
期
満
了
後
も

継
続
し
て
行
う
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
公
務
の
公
正
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
長
官
の
定
め

る
基
準
を
満
た
す
も
の

イ

住
宅
資
金
、
生
活
資
金
、
教
育
資
金
そ
の
他
の
資
金
の
貸
付
け

ロ

住
宅
の
貸
与

ハ

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
給
付
で
あ

っ
て
、
長
官
の
定
め
る
も
の

ニ

交
流
採
用
予
定
者
の
委
託
を
受
け
て
行
う
貯
蓄
金
の
管
理
（
任
期
中
の
新
た
な
貯
蓄
金
の
受
入
れ
を
除
く
。
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
交
流
採
用
前
か
ら
継
続
し
て
行
う
給
付
又
は
任
期
満
了
後
も
継
続
し
て
行
う
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
給
付
で
あ
っ
て
、
当
該
所
属
企
業
が
雇
用
す
る
他
の
者
と
の
均
衡
上
任
期
中
も
行
う
こ
と
が
相
当
と
認
め



ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
長
官
が
公
務
の
公
正
性
の
確
保
に
支
障
が
な
い
と
認
定
し
た
も
の

（
防
衛
庁
と
民
間
企
業
と
の
間
の
交
流
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

防
衛
庁
と
民
間
企
業
と
の
間
の
交
流
基
準
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
号
中
「
及
び
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
係
る
交
流
採
用
に
あ
っ
て
は
、
当
該
民
間
企
業
は
、
当
該
交
流
採
用
に
係
る
交
流
採
用

職
員
に
つ
い
て
、
そ
の
任
期
中
の
雇
用
に
基
づ
く
賃
金
そ
の
他
の
給
付
（
防
衛
庁
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に

関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
わ
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
。

（
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



一

防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
第
八
条
第
五
項
、
第
八

条
の
三
第
四
項
及
び
第
十
条
の
二
第
三
項
第
一
号

二

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
五
十
六
条
第
三
号
及
び
第
百
二
十
条
の
十
五
第
三
項

三

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
附
則
第
八
条

第
三
項
第
一
号

四

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
庁
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
三
十
八
号
）

第
一
条
第
九
号

（
防
衛
庁
組
織
令
及
び
防
衛
人
事
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

一

防
衛
庁
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号

二

防
衛
人
事
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
表
離
職
者
就
職
審
査
分
科
会
の
項

附

則

こ
の
政
令
は
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年



九
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
防
衛
庁
と
民
間
企
業
と
の

間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


